


豊かでうるおいのある質の高い国民生活や良好な環境を求める国民のニーズの増

大に伴い、環境や地域づくりの観点から河川の持つ多様な自然環境や水辺空問として

の機能がますます注目されつつある。一方で河川の利用に伴って発生する水置事故、

河川敷地における転落等の人身事故は毎年一定程発生しており、これらに関して訴訟

が提起され、河川管理者の責任が問われるケースも少なからず存在する。国民によ

る直接的な河川空間の利用の機会のほとんどが、河川法の規制に服する特許使用や許

可使用ではなく、自由使用である。「自由に使用できることが原則であることを踏ま

え、自らの意思に基づき行動する限り、その際の安全確保は、最終的には自己責任に

おいて行うべき」との考え方もあり（「恐さを知って川と親しむために」提言平成

12年10月30日（危険が内在する河川の自然性を踏まえた河川利用及び安全確保のあ

り方に関する研究会））、河川管理者としても、河川が自然の状態において公共の用

に供される性質を有しているため、常に大雨による増水等の自然現象に伴う河床の洗

堀、陥没等の危険性を内包するものである点を重視した管理を行い、自由使用につい

ては、通常は自己資任に委ねられるべきことを前提としている。しかし、河川空間の

利用の機会の増大に対応して、安全な利用を確保するため、結果的に河川管理者とし

て利用を許容している以上は、それぞれの河川管理施設等の利用の実情に応じて、河

川管理者が相応の管理の責任を果たす必要があるという観点から責任の考え方を整理

することも必要となる。特に、水難事故を防止するための主な課題を踏まえて、「公

共用物の自由使用の原則」及び「河川利用における自己責任の原則」のもとで、河川

管理者として実施すべき施策の基本的な方向性として、次の４点が提示された。

（１）情報提供の充実

（２）河川利用者等の啓発

（３）流域における関係機関の連携

（４）緊急時への備え

行政が情報提供等を推進したとしても、受け手側である河川利用者の水難事故の危

険性に対する認識や情報に関するリテラシーが伴わなければ、水難事故の防止につな

がらないこととなる。関係機関と連携し、情報提供、普及啓発を継続的に行う一方、

地域と河川との関係が希薄になっている社会の中で、河川に内在する様々な危険に対

して河川利用者が自発的に自助意識を持つ（内発的な自助意識）ための社会的取り組

みをどのように進めるかが、今後の大きな課題である。

本資料は河川利用者への水事故防止の普及啓発事例として、各事務所の取組をまと

めたものである。

はじめに



既存の協議会等の場を通じた情報共有及び啓発に関する協同の推進

天竜川下流部水難事故防止協議会（中部地方整備局浜松河川国道事務所） 1

土岐川・庄内川安全な河川利用連絡会（中部地方整備局庄内川河川事務所） 2

宮若市水難事故防止協議会（九州地方整備局遠賀川河川事務所） 4

学校と連携した水生生物調査や水質調査等の環境学習の機会の活用

川の自然体験学習会（北海道開発局網走開発建設部北見河川事務所） 5

川の資料館やダム等への見学の機会の活用（防災教育等の取り組みとあわせた啓発）

利根川ダム資料室1日開放日（関東地方整備局利根川ダム統合管理事務所） 6

水難事故防止週間等を中心とした期間での重点的な河川巡視及び河川利用者へ直接啓発等

安全利用点検（四国地方整備局松山河川国道事務所） 7

市民を対象とした講座や地域のイベント等での啓発

白川親子流域体験学習（九州地方整備局熊本河川国道事務所） 8

霞ヶ浦水辺ふれあい事業（関東地方整備局霞ヶ浦河川事務所） 10

みんなで学ぼう！水の防災講座（中部地方整備局沼津河川国道事務所） 11

学校等への出前講座や体験学習会等での安全な川の利用方法に関する内容の周知

小学校出前講座（近畿地方整備局淀川河川事務所） 13

新聞やラジオ等のメディア・広報誌・ウェブサイトやSNS等を通じた情報発信

SNSによる情報発信（近畿地方整備局福知山河川国道事務所） 15

学校等へのチラシ配布、ポスター掲示等を通じた周知

小学校へのチラシ配布（中国地方整備局太田川河川事務所） 16

水難事故防止に関する教材やコンテンツ等の作成・周知を通じた学習

安全利用マップの作製（四国地方整備局高知河川国道事務所） 19

人が集まりやすい場所や水難事故の多い場所での注意喚起看板の設置による啓発

啓発看板の設置（九州地方整備局延岡河川国道事務所） 20

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

目次



1
既存の協議会等の場を通じた情報共有及び啓発に関する協同の推進

中部地方整備局浜松河川国道事務所

天竜川下流部水難事故防止協議会

概要 国、県、警察、消防、沿川自治体、漁業協同組合等から組織されている「天竜川下流部
水難事故防止協議会」において、水難事故防止に向けた関係機関との連絡調整、調査・
検討、広報活動を行っている。

・連絡先：中部地方整備局浜松河川国道事務所 053-466-0111
・参 考：https://www.cbr.mlit.go.jp/hamamatsu/cms/news/logs/20230630160933/20230630160933.pdf

1

天竜川下流部水難事故防止協議会

合同パトロール

実施経緯 平成16年5月に河川の増水により河川利用者が中州に取り残される事故が発生。これを
契機に平成17年5月23日に「天竜川下流部水難事故防止協議会」が設立され、水難事故
防止に向けた関係機関との連絡調整や広報活動を実施している。

実施内容 主催：中部地方整備局浜松河川国道事務所
内容：合同パトロールにより想定される危険について認識を共有、利用者に注意喚起

調整事項 過年度の水防事故防止にかかる活動内容・過年度に発生した水難事故の情報を聞き取り、
協議会の場で共有している。



1
既存の協議会等の場を通じた情報共有及び啓発に関する協同の推進

中部地方整備局庄内川河川事務所

土岐川・庄内川安全な河川利用連絡会

概要 国、県、市、警察、消防、その他河川利用に係わる住民団体等、計54機関が参画する
「土岐川・庄内川安全な河川利用連絡会」を開催し、水難事故を防ぐために近年の水難
事故情報の共有と意見交換を行っている。

・連絡先：中部地方整備局庄内川河川事務所 052-914-6711
・参 考：https://www.cbr.mlit.go.jp/shonai/cms/press/pdf/20230630.pdf

2

実施経緯 ゴールデンウィーク期間から学校等の夏休みにかけて、河川利用の水難事故が発生され
る懸念があるため、関係機関との連絡会を開催している

実施内容 主催：中部地方整備局庄内川河川事務所
内容：河川水難事故防止に向けた認識の共有、取り組みの協働等の推進

水難事故防止リーフレットや安全利用マップの作成・配布

調整事項 関係機関との日程調整や安全利用点検の共有、緊急連絡先の変更等を確認している。

土岐川・庄内川安全な河川利用連絡会
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1
既存の協議会等の場を通じた情報共有及び啓発に関する協同の推進

九州地方整備局遠賀川河川事務所

宮若市水難事故防止協議会

概要 国、県、市、警察、消防、流域の関係機関や団体で組織されている「宮若市水難事故防
止協議会」において、子供たちの水難事故を二度と起こさないという強い意志をもって
関係者が連携し、ハード面・ソフト面について対策を協議している。

・連絡先：九州地方整備局遠賀川河川事務所 0949-22-1830
・参 考：https://www.qsr.mlit.go.jp/onga/press_files/R5_8.4_press.pdf

4

実施経緯 令和5年7月に犬鳴川において発生した水難事故を受け、令和5年8月に「宮若市水難事故
防止協議会」が設立され、水難事故の危険性の高い箇所への看板設置・水難事故防止啓
発テキストブックの作成が行われている。

実施内容 主催：宮若市、九州地方整備局遠賀川河川事務所
内容：注意喚起看板の検討・設置

啓発教育テキストブックの検討・作成

調整事項 水難事故の危険性の高い箇所を、事務所各課・出張所の持つ情報や自治会、警察、消防
団、学校関係者への聞取り調査を基に抽出している。
注意喚起看板、啓発教育テキストブックの内容を協議会で確認している。

水難事故の危険性の高い箇所への看板設置



2
学校と連携した水生生物調査や水質調査等の環境学習の機会の活用

北海道開発局網走開発建設部北見河川事務所

川の自然体験学習会

概要 網走湖及び網走川で、網走市近郊の小学生を対象に川の自然体験学習会「あばしり学」
を開催している。学習会では「安全講習会」「ロープワーク講習」「水質調査」「ぷか
ぷか体験」「川下り体験」を実施している。

・連絡先：北海道開発局網走開発建設部北見河川事務所 0157-23-6118
・参 考：https://www.hkd.mlit.go.jp/ab/tisui/v6dkjr0000002w1g-att/bkh911000000a2f1.pdf

5

実施経緯 網走市の社会教育の一環として毎年開催しており、網走湖の調査、網走川下りを実施す
るにあたり、河川事務所が出前講座として協力している。

実施内容 対象：網走市近郊の小学生
場所：網走湖及び網走川
主催：北海道開発局網走開発建設部北見河川事務所計画課
内容：安全講習会（川に近づく時の注意点や川の危ない場所）

ロープワーク講習（“8の字結び”や“もやい結び”）
水質調査（透視度計、クロロフィルの簡易確認、パックテスト等）
ぷかぷか体験（湖面でライフジャケットの浮力を感じてもらう）
川下り体験（ボートでの座り方やパドルの扱い方などを学習）

調整事項 網走市の教育委員会から出前講座の依頼があり日時を決定している。
川下りにあたっては地元のカヌークラブに協力いただいている。

ロープワーク講習 ぷかぷか体験 水質調査 川下り体験

ぷかぷか体験 水質調査



3
川の資料館やダム等への見学の機会の活用（防災教育等の取り組みとあわせた啓発）

関東地方整備局利根川ダム統合管理事務所

利根川ダム資料室１日開放日

概要 8月1～7日の「水の週間」に合わせて、防災拠点利根川ダム資料室を開放している。

・連絡先：関東地方整備局利根川ダム統合管理事務所地域連携課／TEL 027-251-2021
・参 考：https://www.ktr.mlit.go.jp/kisha/kisha_00503.pdf

6

実施経緯 小学生を対象に、水の大切さやダムの役割を学んでもらうことを目的に平成28年度から
実施している。

実施内容 対象：小学生
場所：利根川ダム統合管理事務所
主催：関東地方整備局利根川ダム統合管理事務所地域連携課
内容：降雨体験車を使った大雨体験

水が流れるダム模型
ダムの放流警報体験



4
水難事故防止週間等を中心とした期間での重点的な河川巡視及び河川利用者へ直接啓発等

四国地方整備局松山河川国道事務所

安全利用点検

概要 松山河川国道事務所職員・公園管理者ならびに愛護モニターと一緒に破損個所や予見で
きる危険要因等を目視にて確認・記録し、その後是正している。

・連絡先：四国地方整備局松山河川国道事務所 089-972-0034
・参 考：https://www.skr.mlit.go.jp/matsuyam/pres/pres2023/pres/230417.pdf

7

実施経緯 平成15年3月の安全利用点検実施要領に基づき、平成15年度より点検を開始している。
利用者が増加すると予想されるGW、夏休み前、冬休み前に、河川管理者と河川周辺施設
管理者で施設状況を点検している。

実施内容 場所：重信川、石手川の直轄管理区間及び石手川ダム
主催：四国地方整備局松山河川国道事務所河川管理課
点検：松山河川国道事務職員、河川愛護モニター、公園管理者

調整事項 河川周辺施設の管理者と合同で点検を行うため、日程調整を図る必要がある。

法面の窪地の穴埋め

占用標識修繕



5
市民を対象とした講座や地域のイベント等での啓発

九州地方整備局熊本河川国道事務所

白川親子流域体験学習

概要 白川の水質や豊かな自然環境を調べ、川での安全な親しみ方を親子でともに学び白川に
親しむ体験学習を開催している。学習会では「水生生物の調査」「薬品を使った水質調
査」「川の安全利用講習」を実施している。

・連絡先：九州地方整備局熊本河川国道事務所 096-382-1111
・参 考：https://www.wakuwaku-land.jp/2023oyakoryuikitaiken0723.html

8

実施経緯 昨今の全国的な水難事故や自然災害等を鑑み、さまざまな出前講座等と合わせて「白川
安全利用促進及び防災情報普及等業務」として実施している。

実施内容 対象：小学校4年生～中学生までの児童・生徒とその保護者
場所：白川地域防災センター付近
主体：河川協力団体NPO白川流域リバーネットワーク
内容：河川環境学習（水生生物の調査、薬品を使った水質調査）

川の安全利用講習

調整事項 事前に現地調査や実施プロクラムの作成、チラシを作成し教育委員会等を通じた参加者
募集を実施している。

河川環境学習（水生生物の調査）

河川環境学習（薬品を使った水質調査）

川の安全利用講習

川の安全利用講習
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5
市民を対象とした講座や地域のイベント等での啓発

関東地方整備局霞ヶ浦河川事務所

霞ヶ浦水辺ふれあい事業

概要 水生植物及び水辺の生物とのふれあい並びに霞ヶ浦を想う人々との交流等を通して、
霞ヶ浦を知り、流域住民の水質浄化に対する意識の高揚を図ることを目的として、市民
参加による実践型の浄化啓発事業を実施している。

・連絡先：関東地方整備局霞ヶ浦河川事務所 0299-63-2411
・参 考：https://www.pref.ibaraki.jp/soshiki/seikatsukankyo/kasumigauraesc/06_shimin/mizube

/documents/20230812_mizube_boat.pdf

10

実施経緯 水辺のふれあいを通して、霞ヶ浦の水質浄化等への意識高揚を図る事を目的に、平成27
年から事業を行っている。市民協会やNPO団体、土浦市、かすみがうら市、霞センター、
水機構、霞ヶ浦河川事務所のメンバーで実行委員会を立ち上げて実施している。

実施内容 対象：親子
場所：自然再生事業B区間（西浦中岸6.75k付近）
主催：霞ヶ浦水辺ふれあい事業実行委員会
内容：ゴムボート体験（ゴムボートに乗り霞ヶ浦の生き物を観察）

魚捕り＆観察
植物観察＆工作

調整事項 実行委員会にて、ライフジャケットの準備、装着指導、説明などの役割分担を確認して
いる。

ゴムボート体験

植物観察＆工作 簡易トイレ設置

魚捕り＆観察



5
市民を対象とした講座や地域のイベント等での啓発

中部地方整備局沼津河川国道事務所

みんなで学ぼう！水の防災講座

概要 小学生以上の子供、保護者等を対象に水の防災講座を開催している。講義や実技を通し
て参加者に対応方法を学んでもらうとともに、実技では参加者が実際にプールに入って
「ういてまて」や、水災害時の水中歩行等の体験を行っている。

・連絡先：中部地方整備局沼津河川国道事務所 055-934-2001
・参 考：https://www.cbr.mlit.go.jp/numazu/cms/news/logs/20230511102604/20230511102604.pdf

11

実施経緯 NPO団体が実施している子供向けの水難事故防止講座に協力し、流域治水や防災に関す
る取り組みを保護者や子供に周知する場としている。

実施内容 対象：小学生以上の子供、保護者等
場所：東部スイミングスクール
主催：中部地方整備局沼津河川国道事務所、特定非営利活動法人グロウワイズ
内容：雨と川の話（台風、洪水などの災害について）

水災害時の避難心得
ういてまての方法
水災害時の水中歩行体験
水難事故の救助法体験
ライフジャケットの着用体験

調整事項 防災講座への職員の派遣や記者発表によるマスコミ対応、NPO団体と実施に向けた調整
を行っている。

ライフジャケットの着用体験
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6
学校等への出前講座や体験学習会等での安全な川の利用方法に関する内容の周知

近畿地方整備局淀川河川事務所

小学校出前講座

概要 「身近な川について学ぼう」の出前授業において、ライフジャケットの着用方法の指導、
山科川の生物調査・水質調査を実施している。

・連絡先：近畿地方整備局淀川河川事務所 072-843-2861
・参 考：https://www.river-ranger.jp/dtl/ns_0000002131.html

13

実施経緯 近畿整備局淀川河川事務所から任命を受けた河川レンジャーが、淀川流域で行政と住民
の橋渡しを行っている。

実施内容 対象：小学校3年生
場所：京都市立石田小学校、山科川
主催：京都市立石田小学校
支援：国土交通省近畿地方整備局淀川河川事務所
内容：ライフジャケットの正しい着用方法

川の生き物調べ
パックテストを使った水質調査

川の生き物調べ 川の生き物調べ

パックテストを使った水質調査 パックテストを使った水質調査
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実施内容

7
新聞やラジオ等のメディア・広報誌・ウェブサイトやSNS等を通じた情報発信

近畿地方整備局福知山河川国道事務所

SNSによる情報発信

概要 福知山河川国道事務所 X（＠mlit_fukuchi）にて、学童の夏休み前の7月に、水難事故
防止に関わる情報を発信している。

・連絡先：近畿地方整備局福知山河川国道事務所 0773-22-5104
・参 考：https://twitter.com/mlit_fukuchi

15



8
学校等へのチラシ配布、ポスター掲示等を通じた周知

中国地方整備局太田川河川事務所

小学校へのチラシ配布

概要 水難事故防止を呼びかけるオリジナルチラシを作成、周辺小学校に配布している。

・連絡先：中国地方整備局太田川河川事務所 082-221-2436
・参 考：https://www.cgr.mlit.go.jp/ootagawa/

16

実施経緯 令和4年上半期に多くの水難事故が発生したことを受け、水難事故防止対策の一環として、
チラシを作成している。

実施内容

調整事項 安芸太田町や広島市教育委員会へ関係教育機関への配布を依頼している。
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9
水難事故防止に関する教材やコンテンツ等の作成・周知を通じた学習

四国地方整備局高知河川国道事務所

安全利用マップの作製

概要 物部川・仁淀川の直轄管理区間の小学校4年生に安全利用マップを配布している。

・連絡先：四国地方整備局高知河川国道事務所 088-833-0111
・参 考：https://www.skr.mlit.go.jp/kochi/material/kiken_map/index.html

19

実施経緯 物部川、仁淀川ともに毎年のように水難事故が発生しており、平成22年3月に物部川・
仁淀川水系安全利用推進連絡会を設置し、平成22年より安全利用マップを作成、配布し
ている。

実施内容 対象：各河川の川沿いの小学校に通う小学4年生
内容：安全利用マップの配布

調整事項 川沿いの学校の児童生徒数を各学校に聞き取り、安全利用マップを配布する旨を連絡し
ている。

物部川安全利用マップ

仁淀川安全利用マップ



10
人が集まりやすい場所や水難事故の多い場所での注意喚起看板の設置による啓発

九州地方整備局延岡河川国道事務所

啓発看板の設置

概要 イベント時に水難事故等の安全対策に関して啓発看板を設置している。

・連絡先：九州地方整備局延岡河川国道事務所 0982-31-1155
・参 考：https://www.qsr.mlit.go.jp/nobeoka/index.html

20

実施経緯 近年発生している水難事故を受け、人が集まるイベント時に啓発看板を設置している

実施内容 場所：五ヶ瀬水系五ヶ瀬川及び大瀬川の河川敷
内容：水難事故等の安全対策に関する啓発看板の設置

調整事項 イベントに支障がないように設置している。

啓発看板の設置


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23

